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菅茶山と田内月堂一浴恩園招宴のその後一

文化12年 (1815)の2月1 江戸にいた菅茶山は，江戸の築地にあった松平定信(元老中で前白河藩主)の

屋敷に招かれました。「当代植 の詩人Jとして漢詩を求められたのです。屋敷にあった回遊式庭園の浴恩園

を巡り，富士を眺めてEいに歌や詩を作りました。その時，定信の近侍として参加していたのが，白河藩士

田内月堂です。通称を主鴇，名を諸諸，月堂と号しました。月堂は，後に茶山の肖像画を個人的に所有する怠ど，

茶山に対して深い敬愛の念を抱いていました。

月堂は，その数年後，築地にあった浴恩園に転居します。転居した月堂は，茶山に宛てて次のよう芯内容の

手紙を書きました(図1)。

「このたび。浴恩園に引越しをしました。先生が先年，浴恩闘にいらした時lこしばし休憩をされた量諸富の
山ょう

近くです。叫しは鞠の浦に近づいた心地がします。この風景を星野文良(白河藩の絵師)に描かせてお送りし

ますので， 是非.先生に漢詩を諒んでいただきたいので，

お願いします。J
星野文良が描いたのが.r海浜眺望図J(図2幻)です。
手前開l正三諌釆罷差邑'その右手に「わ力がf品宵器このふもとにあ砂酌}りJ

と記されています。さらに遠くを見渡せぱ. r主語草員の
あわ 隠んもく

浜Jr安房かぎりの山Jr本牧j芯どか胃Eされています。
茶山は月堂からの依頼を受け，この絵を参考にして，

漢詩を作ります。 『黄葉夕陽村舎詩』遺稿巻四に I田主税

移唐不崩岸Jという七言絶句があります。I隠吏家を移て

岸稜に住し，家は江に臨み色澄澄と碧し，懸江はるかに

対す南山の色，岸嘉名を賜りて永く崩れずJ
その後も度々 1 手紙のやり取りをしていま音が，文政

7年 (1824)に月堂は.r浴恩園図井詩歌巻J(図3)を
作成して， 茶山のもとに贈っています。

文化12年2月6日の1日だけの招宴でしたが，その後

も三人は詩のやり取りをしたり l 浴恩園の梅を接木にし

て贈られたりしています(詳しくは博物館二ュ ス77

号)。そのうちのひとつがこうした漢詩の依頼でした。神

辺と江戸という遠く離れた二人の交流は茶山の死の間際

まで続いています。

菅茶山あて田内月堂書状(部分)
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海浜眺望図(星野文良函)

図3 r浴恩園図井詩歌巻』のうち「浴恩盟国J(麓列画)
青綜は文化12年に茶山が訪れた際の散策ル ト。途中「春風館」で定信と合流した。
赤丸は囲内の居宅の位置。図21;(.ここからの眺めを描いたもの。

6・7月のス

ポット展示でI<J:.

田内の居宅にまつ

わるエピソードに

ついて，当館の通

史展示室内の展示

コナで紹介し

ます。是非，御覧

ください。
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